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「直近データから将来を予測する手法」

直近に売買サインを出させ、そのサインが過去どこに点灯しているのかを見て、これか
ら上か下かを予測する手順を解説します。

基本的な売買サインの作り方としては、チャートを見て、底値、天井に注目し、このポ
イントでサインを作る。そしてそのサインがチャート全体で当たっているか、いないか
を見る。といった事ですが、今回は天底ではなく直近を軸にして将来を予測します。

今回はＷＯＲＫ分析を使います。
ＷＯＲＫ分析には、いくつかのテクニカル指標が登録されてます。
どれを使うかによって結果は違ってきますが、ここでは移動平均線とカイリ度を使いま
す。

例．９９８４ソフトバンクＧ 日足

使う指標 終値、 移動平均線 周期５日、 カイリ度 周期５日

■条件
株価が５日移動平均線をゴールデンクロス、またはデッドクロスしてから何日経過し
ているか、５日カイリ度は数値はいくつか。

■シートの設定

まずは、こうなります。７６番シートを使います。
カイリと移動平均線①、②に下記のように入力します。
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次に直近がどういう状況なのかを調べます。

「指標」から「移動平均線①」を選択し、 ※移動平均線②はありません。

７６番シートを読み込みます。
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１日移動平均線（株価）と５日移動平均線が描かれます。

見にくいので、直近を拡大して、ローソク足を消し、表示させてみます。

これを見てみると、直近は株価（１日移動平均線）が５日移動平均線を丁度下抜いたタ
イミング、つまりデッドクロスした直後となります。
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デッドクロスの条件をシートにセットします。

移動平均線②を使います。

デッドクロスした直後は、１日目と数えますので、シートには「１」と入力します。

移動平均線①はセットしません。こちらは、指標からの表示だけに使います。

実際、チェックするのは移動平均線②です。

移動平均線①は権利落ち前の値、移動平均線②は権利落ち修正後の値です。

基本、チェックで移動平均線①は使いません。権利落ち前なので、いざ権利落ちすると、
連続性がなくなるからです。なので移動平均線②を使います。権利落ち修正後の値なの
で。

デッドクロスした途端は「１」、デッドクロスして「５日」経過した。という設定の場
合は、「４」となります。
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続けて５日カイリの値に注目しましょう。

移動平均線①を表示した方法で、「指標」から「カイリ度」を選択し、
７６番シートを読み込ませるとこうなりすます。

カイリ度の数値を読み込みませます。

「条件」－「ＷＯＲＫ読み取り」から
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「７６」番を読み込ませます。

こうなります。

直近の値はここです。 －１．８２

－１．８２なので、「－２」～「－１」の範囲と設定します。

ここでは、１ポイント単位にしました。
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シートはこうなります。
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シートを保存してチェックしてみましょう。

■シートのチェック

「条件」－「ＷＯＲＫチェック」から

７６番のみをチェックします。
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このようになりました。

チャートを元に戻しチェックするとこうなります。

ぱっと見、上か下かというと、サイン点灯後は下に向かっている事が多いです。

シミュレーションをしてみましょう。
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■シミュレーション

「条件」－「シミュレーション」から

「７６」番をシミュレーションします。

２０日先までを見ます。
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■シミュレーション結果

下がっている方、下側の「売りの場合」に注目します。

損益％の平均値は、１８．１％ 途中の上げの平均値は－３．２９％
（ドローーダウン）

１８％の利益を得る前に３．３％ほどのマイナスがある事が分かります。

検証をしてみましよう。

■検証

シミュレーション結果画面から「検証」をクリックすると検証画面が表示されます。

下げを調べたいので、「いいえ」をクリックします。
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検証画面が起動してきます。

シミュレーションで設定したところは既にセットされます。

今回は、ソフトバンクのみなので、１銘柄検証をします。

検証画面にある「ユーザー銘柄管理」をクリックし、９９８４番シートにソフトバンク
Ｇのみ登録してみましよう。
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ユーザー銘柄管理

こうなります。

検証の画面に戻り、ユーザー銘柄シートの９９８４番のみを検証してみましょう。
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ユーザー銘柄シートの９９８４番を検証対象とします。
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検証結果

ソフトバンクＧは明日以降、下落が期待出来そうだと予測できます。

銘柄によってどういうシートを作成するか、これにかかってきます。

複雑にしてしまうと、過去に点灯しなくなり、将来の予測が出来ません。

デイトレ的にサイン点灯の翌日、上か下かを判断するには、検証結果のＣＳＶファイル
を見るか、

WorkKenshoDay1-76-76.csv
WorkKenshoDay2-76-76.csv

サイン点灯か少なければ、チャートを見て調べた方が早いです。

場が引ける前に、「株価修正」から手入力し、売買サインを作成。そして過去の点灯ポ
イントを見て、サイン翌日上がっている事が多いなら、引けで買いを、下がっている事
が多いなら売りを仕掛けます。
サイン点灯後の翌日が上、下まちまちなら、様子見です。そのサインで行動する事は出
来ません。


